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１

第５坑道に立坑等を接続できる条件として、崩落等により遺構面が残存していないことが確認された箇所
には立坑等を接続できる。この一方で、遺構面が残存している、または、残存状況に不確実性がある場合
には立坑等を接続することはできない。コルゲート管区間に限らず、支保工区間においても崩落等により遺
構面が残存していない箇所があれば、当該箇所に立坑等を接続することができる。
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支保工区間においても崩落等により遺構面が残存していない箇所があれば、当該箇所に立坑等を接続することができる

１．第５坑道に立坑等を接続できる条件等の整理



２．第５坑道への立坑等の接続計画箇所
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立坑等の接続計画箇所
（第５坑口から約50m～55m付近）

第５坑道内部における立坑等の接続計画箇所の状況

　陸軍の陣地壕の形状は矩形状（四角形）であることが多く、第３２

号司令部壕も矩形状の形状である。凹状となっている側壁部は遺
構面が残存していないため、立坑等を接続できると考えられ
る。
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崩積土砂等により
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３．立坑等の接続計画箇所における次年度以降の調査・検討方針

立坑等の接続計画箇所（第５坑口から約50m～55m付近）では
天井付近は遺構面が残存しているが、側壁部は崩落し遺構面
が残存せず、床面付近は崩積土等が堆積し遺構面の残存状況
が不明である。次年度以降は、当該箇所の床面について遺構調
査等を実施し、立坑等の具体的な接続方法について検討を進め
る計画である。


